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１．はじめに

　近年、ＬＣＣを最小化する観点から、橋梁の防錆方法として耐鋼性鋼材を使用する方法や、塗装による表

面被覆では、全工場塗装や重防食塗装系が多数採用されている。その中で、金属被覆の一つである溶融亜鉛

めっきによる被覆方法も今後採用が増加することが考えられる。しかし、溶融亜鉛めっきによる表面被覆は、

めっき工程中の熱による主桁のねじれ変形の問題があり、現地での架設方法や架設工程、コスト、品質確保

に大きな影響を与えることが考えられる。そこで、本文では、福家高架橋上部第１工事において実施したね

じれ変形の少ない新しい溶融亜鉛めっきの施工方法について報告するものである。

２．構造概要

　福家高架橋上部第１工事は、国土交通省四国

地方整備局香川工事事務所の発注工事で、８径

間連続非合成鈑桁を、A1～P4 間を上部第１工
事、P4～A2 間を上部第２工事と２つに区分し
ている。構造概要を図 1に示す。
３．現状の問題点

（１）従来の施工方法

溶融亜鉛めっきの施工工程の中で、440℃前
後の溶融亜鉛に浸漬させることとなるため、こ

の過程で急速加熱とその後の温水による急冷と

いう特殊な熱履歴を受ける。また、鈑桁のめっ

き施工方法は、主桁１ブロックを２点吊りし、約 3～5
度の傾斜をつけ、約 5～10ｍ/分程度のゆっくりとした速
度でめっき浴へ浸漬することにより、浮力による転倒を防

止し、安定した状態での浸漬を行っている。この際、部材

の大きさと構成部材の板厚差の大きさに比例して、部材内

で大きな熱応力分布を生じる。その結果、めっき・冷却を

終えた製品において写真１のようなねじれ変形が大きく発

生し、場合によっては自立の不可能な程度にまでねじれる

ことがある。

（２）ねじれ変形の発生要因

　鈑桁におけるねじれ変形は、製作時の残留応力が溶融亜鉛

形が発生した桁において、冷却過程で上下フランジに発生す

ることにより発生すると考えられる。よって、構造的な対応
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図１　構造概要

土木学会第57回年次学術講演会（平成14年9月）

-307-

I-154
浴中で解放されることにより、また、はらみ変

る圧縮熱応力がはらみの影響で偏心して作用す

策として補剛材の取り付け面の変更による左右
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ねじれ量 400～500

写真 1　従来法によるめっき



対称性の確保、フランジと腹板の板厚差の制限などが設計上の対処方法となるが、ねじれ変形の主要因であ

る熱応力による部材断面のそりを完全に抑制することは困難である。

４．新しい溶融亜鉛めっき施工方法

（１）施工方法

　溶融亜鉛めっき橋梁の普及と大型化に伴い、その過程で発生する変形・割れに関する原因の解明と研究は

進んできた 1）が、溶融亜鉛めっき施工方法については、大きく変わっていないのが現状である。これは、

めっき浴槽の大きさや浮力に対する安全性、施工コスト・工程等への影響を考慮したためと考えられる。し

かし、ねじれ変形の主要因である熱応力による部材断面のそりを極力抑制すること、また、そりの要因とな

る熱応力を抑制するためには、めっき施工方法の改善が最も効果的である。そこで、本工事では、２本の主

桁を並べ、その両端を拘束板で連結し、擬似箱桁構造としてめっき施工することとした 3)。これにより、端

部のＩ形状を保つとともに、部材断面のそり変形を抑制することができる。また、擬似箱桁構造とすること

で浮力による転倒の生じない安定した浸漬ができることから、15～20ｍ／分以上の高速浸漬が可能となり、
部材内部の熱応力を大きく抑制することができる。めっき状況および製品仕上がり状況を写真２～５に示す。
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２）適用結果と考察
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